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	面接（回）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	
	日付:
	/
	/
	/
	/
	/
	/
	/
	/
	/
	/

	養育者の関与：治療者は15分以上養育者と話した（直接の対面または電話で）。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	P: 治療者は心理教育（例：トラウマとなる出来事やトラウマへ正常反応についての指示的教育など、養育者に希望を与える教育）を提供した。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	一般的な情報：虐待や繰り返される虐待、トラウマや繰り返されるトラウマ、子どもの体験したトラウマや繰り返されるトラウマ（段階的エクスポージャー：以下GE）：

そのトラウマに対して子どもが個人的に体験した反応
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	一般的なトラウマへの感情面、行動面、生理学的反応
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	子どもの症状と診断についての情報
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	TF-CBTの構成要素、セッションの構造、治療期間についての説明
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	家族と関わった（例：その子どもが何を好むか、何がその家族を動機づけるかなどを見つけ出した）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	P: 治療者は養育者にペアレンティングスキルを提供した（例：賞賛、選択的注意、タイムアウト、強化随伴性プランについてなど）　　養育者に子どものトラウマ体験への養育者自身の反応を聞く
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	R: 治療者はリラクセーションの生理とリラクセーション技法の論理的根拠を説明し、リラクセーション技法を教示し、実施した。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	トラウマ反応のある子どもがリラクセーションスキルによって助けられるやり方について話しあう（GE）：　その子どもが想起刺激をうけたときにリラクセーション技法を使うことを提案する
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A: 治療者は子どもが正確に自分の感情を同定し、その感情を様々な方法で調整することを助けた（例：イメージ、思考停止法、ポジティブセルフトークなど）　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	様々な感情（ポジティブやネガティブな感情、子どものことばで）を正確に同定し、表現する（例：感情ブレインストーミングやColor My Worldなど）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	感情を状況、身体表現や表情と結びつける
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	感情の強度のレベルをどう計るかを教える（例：SUDS、感情体温計など）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	感情や困難な感情の状態を自分で管理する技術を教える（ポジティブな自己対話、子どもの安全感を高めるなど）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	トラウマと結びついた様々な一連の感情を同定／対処するスキルを教える（GE）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	C: 治療者は認知コーピングのスキルを説明した
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	子どもに思考と感情と行動の違いやそれらの関係を教えた。（例：内的な対話を認識する、認知のトライアングルを取り入れるなど）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	その子どもが異なる感じ方ができるようにより正確でより役立つ新たな考えを生み出す手助けをし、どのように実生活に適用するか話しあう
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	T: 治療者は子どものトラウマ・ナラティブ（TN）に取り組んだ(GE)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	TNの論理的根拠を紹介し、TNを開始する（例：表題やタイムライン/目次など）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	子どもが、少しずつ調整しながら、トラウマの詳細をくみこむことを励ます
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	毎回のセッションの最初にTNを読み直す（GE）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	TNの間中、そこに思考と感情を付け加えるように求める
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	最悪の記憶や最悪の瞬間を含める
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	認知プロセシングの技法を使用し、認知の歪みを修正する 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	意味をもたらす要素を含める（例：彼らが学んできたことや、どのように成長したかなど）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	TNの進展とともに、養育者が子どもをサポートできるように、親セッションで新しいTNを読みきかせる
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	I: 治療者は般化した回避行動を解決するため、現実生活における脱感作プランを作成した
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	C: 親子合同セッション：TNを養育者と共有する
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	親子合同セッションでTNをシェアするために、養育者と子どもそれぞれの準備をする
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	親子合同セッションを行う（例：TNを読み直す、賞賛の手本を示す、子どもと養育者双方からうけた質問を話し合う、進歩がみられたことを賞賛し祝福するなど）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	E: 治療者は子どもの安全の感覚に取り組んだ（例：安全スキルや安全プランなど）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	個人の安全スキルやアサーティブなコミュニケーションについて教え、意識を高める
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	    その子どもにとって必要な問題解決スキルやソーシャルスキルを教える
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